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プログラム名
（40字以内）

団体名/所属

活動区分 農林水産業などに関わる地域体験活動 希望する選考方法 書類審査のみ

募集人数 7人 選考対象 大学院学生を含む

活動方法

参加者に求めるもの

活動期間
2026/8/3(月)～8/7(金)
前後する可能性あり

主な活動予定場所 高知県須崎市

プログラム実施の目的

具体的な内容(800字程度)

【総額】参加するための
費用

【内訳】参加するための費用
(宿泊費)

【内訳】参加するための
費用(交通費)

【内訳】参加するための
費用(その他)

奨励金額(予定) 25,000円

備考

活動に関する関係資料の
ダウンロードサイト

応募団体を紹介するウェブサイト
等(団体で応募の場合)

この企画に対する担当者
(応募団体)の参加の有無

参加する

高知県須崎市を舞台に、地域価値とは何かを学び、地方創生・価値向上のための企画立案を地元自治体に対して行い、課題解決の一
助となる事を目的とする。
具体的には地元の産業・伝統などをテーマとした観光プロモーション、人を集めるための様々な仕掛けづくり、ふるさと納税をきっかけと
した来訪の実現、地元住民との交流プラン、中長期滞在への取り組みなど多岐にわたる企画立案を行う。
滞在中は地元自治体、法人、個人等との交流を通じた様々なプログラムを体験して頂く予定であり、事前学習の機会も設定することで、
より充実した企画提案を目指す。

約80,000円

20,000円

50,000円

10,000円

高知県須崎市は高齢化、過疎化といった全国同様の悩みを抱えながらも、地方創生の分野で先進的に取り組んでいる自治体です。

・四国屈指の港町を活かした魚の付加価値アップ（ブランド化）
・中四国地方1位のふるさと納税額を達成
・温暖化や環境悪化による水質の改善
・空き家、空き店舗を利用し東京藝大と共同で開催するアートイベント
・ゆるきゃらグランプリ全国1位の「しんじょう君」による情報発信
・南海トラフ対策として数十メートルの防潮堤をつくるよりも海の景色を守ることを選択した防災への考え方

地域価値向上のための企画コンサルティングの実践

A29

高知県須崎市を舞台とした地域価値向上のための企画コンサルティング活動

オラガ総研株式会社

オンラインを活用しつつ現地活動を行う

特になし


